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序     文

丸亀市の南西部にあたる金倉町中ノ池地区には ,弥生前期から中期に至る時期

の集落遺跡があり,多度津町三井遺跡や善通寺市五条遺跡など周辺の弥生遺跡 と

の関連の上からもその重要性は大きいといわれております。

この中ノ池遺跡の発掘調査を昭和56年度におきまして香川県教育委員会の御指

導 と御協力を得て,中 ノ池住居跡緊急確認調査 として実施いたしました。

この調査では表上下約 lm,幅 5mか ら4m程の黒褐色粘土質の堆積 した濤状

部が 6個所で認められ,そ の中からは土器 ,サ ヌカイ ト製石器 ,動物の歯片など

が出上 し,そ の西側には住居跡 と認められるものが発見されました。これらは測

量記録 ,写真記録の上 ,埋戻 しを行ない調査を終了 しました。

発掘調査の結果 ,多数の遺物が出上 したことは,今後の埋蔵文化財の研究資料

として貴重な役割を果たすものと確信いたしますとともに,こ の報告書が埋蔵文

化財研究のための資料の一助となりますれば幸いであります。

おわりにのぞみ ,こ の発掘調査にあたり御指導と御協力をいただきました香川

県教育委員会ならびに地元関係者の方たに厚くお礼を申し上げます。

昭和 57年 5月

丸 亀 市 教 育 委 員 会

教育長  井  澤    滋
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口

1.本書は丸亀市教育委員会が,国・県の補助金を受けて実施 した中の池遺跡の

発掘調査概報である。

2.調査は丸亀市教育委員会が事業主体 となり,調査の実施にあたつては香川県

教育委員会文化行政課藤好史郎が担当した。

& 本書の作成作業において,執筆・実測・遺物写真は藤好が担当し,実測図の

トレース 。遺物一覧表 。構成図等の作成に安藤 一氏の協力を得た。

4.本書の編集は藤好が行った。

5。 調査に際 して,作業員として参加された丸亀市・善通寺市の方々また調査・

整理期間中を通 して助言をいただいた宮武 進氏,文化行政課他の諸氏にお礼

を申し上げたい。

例
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I.調 査 の 概 要 と 経 過

1.調査の概要

中の池遺跡は主に土器川 ,金倉川の河川によって形成 された丸亀平野の中央部北寄 りに位置す

る。標高は10m前後を計る。近 くには同じ弥生前期の遺跡 として善通寺市五条遺跡 ,多度津町三

井遺跡などがあ り,いずれ もほぼ同様な立地を示す。

中の池遺跡は昭和51年度に一部確認調査を実施しており,今回の調査対象地は51年度調査地区

のすぐ北に位置し,丸亀市金倉町 994番地に所在する。現状は水田である。昭和51年度に実施 し

た調査により,遺跡は弥生時代前期に属する遺跡で環濠を有する集落遺跡である可能性が考えら

れてきた。遺跡の周辺は水田が多 く,旧状を残している。しかしこの地域は良質の粘土を産する

ことから陶器の素材 として 採 土 に よる破壊や道路 ,住宅の建設等による開発が行われる可能性

があり,遺跡の肉容・ 鞄囲などを確認する必要が生じ,今回の発掘調査を実施することとなった。

第 1図   中の池遺跡の位置
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第 2図  昭和 51年度,56年度調査区及び遺構配置図
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今回の発据調査は対象面積 と,675ぜ を計 り,実質発掘面積は 700ぜ である。まず前回の調査か

ら距離を隔てた調査区の北部を面積的に広 く調査した。その後 ,南に調査区を拡張し,昭和51年

度調査 との関連究 明 を計 った。前回の調査で環濠の可能性がある溝が検出されたが ,今回 も調

査区の南東部から北西部にかけて幅 5m前後 ,深 さlm弱の大規模な溝が 3本検出された。 3本

の溝は4m程の間隔をおいて ,ゆ るやかな孤を描いて平行して走る。その孤の中心は調査区の南

西部にある。環濠 と考えられ ,閥部からは多量の遺跡が出上した。中央を走る溝の最上部からは

配石遺構が検出され ,内部に完形の壷が置かれたような状況で出土した。両側を走る溝は内部に

他とは異なる施設があるなど,集落の周囲にめぐらされたと考えられる環濠の性格の解明の一助

となる大きな成果があげられた。

環濠の南西部は集落の内部と考えられ住居跡等の検出の期待があったが ,調 査以前に行わ れ

た地下げで遺構 の残存状況は良 くなかったが,住居跡と考えることもできる遺構や柵列が検

出されるなど集落の構造等を解明するうえでは大 きな成果があったと言えよう。

2.調査の経過

調査期間中の作業の要点を進行llRに記述する。

8月 31日  プレハブ建設。

9月 4日  発掘調査開始。 5m方眼のメッシュ

で杭打ち。東西方向…西より1,2,缶

・い,南ヨヒ方向―・北よりA, B, C,

一。グリッド名は西北隅の杭Lで称

する。物品搬入。

C列 より発掘開始。

SD 8101の 上面確認。

D列 の発掘開始。

D列 の遺構面検出作業で C列 の三本

の溝のつづきの部分が判明。ただ ,

いたるところに現代の攪乱部がある。

SP8101 SD8101,SD8103の切 り合い

を検出。

現場発掘作業と雨天には整理作業

を実施。

10月 2日  SD8105の D-6・ D-7に おいて

上層部発掘作業。

5日  SD8105の D-6で 阿方式壷口縁を

検出。

12日  SD8105の D-6・ D-7で 溝の底

に畦状の地山の盛 り上がりを検出。

10月 に入って稲の収穫作業などとの

兼ね合いで ,作業員が極端に減少す

る。

15日  SD8101の D-8の 上層部において

配石遺構と完形の壷が検出される。

祭糠の可能性が考えられる。

20日  Ⅱ列の耕作土除去作業にかかる。

27日  G-10で SD8105の つづきの部分の

上面を検出。

上記 (9月 )

11月 4日  SD8105の G-10において礫の出上

状況の写真撮影。

3日

7日

22日

25日

28日
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■2～ 5の現代攪苦し部め除去作業。

D列 よりも南部では,粘土採取箸の

ためかなりの地下げが過去に行われ

ていることが判明。調査員が 1人の

ため写真・実測などに追われる。

SD8105の G-10に おいても溝の断

面は階段状を呈し,底 にはD-6・ 7

で検出された陸状の地山の盛 り上が

りが部分的に存在することが判明。

SD8105は 特にD-6・ 7に おいて

他の溝とは様相を異にするため,

E-7に発掘区を拡張する。それと

同時にC-5・ D-5に も調査区を

拡張。

今月になり善通寺からの作業員を

導入c

12月 3日  C-5・ D-5の 拡張区で猪と考 え

られる獣骨の歯及び下顎骨が出土。

E-7の灰褐色土層から炭化米が出

上。 (いずれもSD8105)

SD8105の D-5～ E-7に おいて

底の南部に柵列と考えられる小ピッ

ト群が3働程度の間隔で検出される。

本国より丸亀市の運動公園肉のプー

ルを使っての遺物の整理作業を,現

場作業と併行して実施cC・ D列他の

遺構の実測・写真に追われる。

午前中に調査区周辺の地形測量が完

了し,午後坂出の事務所へ物品の搬

出作業を行い,現場作業終了。以後

整理作業。

1月 14日  発擢現場の埋め戻し作業。

2月 3日  丸亀市での整理期間が終了し,県庁

へ]Iき 上げる。

7日

17口

30日

4日

7日

23日
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構遺Ⅱ.

調査区の東南区の東南部から西北部にかけて環濠と考えられる 3本の規模の大きな溝わ淀とり,そ の

南西部において土器や炭化物を含む土 壊 や柱穴 と考えられるピット及び小規模の溝が検出された。

調査を北部のCCD列以外はすでにかな りの地下が以前行われており遺構の残存度は良くない。

1. 溝 SD8101

環濠 と考えられる 3本の溝の中で ,中央を走る溝である。幅 4m,深 さ07m前 後を計る。約

25mの長さで検出した。東部は以前の地下げで ,遺構上面より10 cm程 削平されている。他の環

濠 と考えられる溝とは異な り,「 U」 字形の上部が大きく開く単純な断面形を呈している。溝は

東南部よ りも西北部がやや低 く,西北端で一段深 くなっている。

溝の理土は,西北端の一段深 くなった部分の最下部でうす く堆積した細砂層が検出された以外,

有機分を含んだ暗い色調の粘質上である。埋土中で砂質の発達が認められないことから,溝はお

だやかな状況で埋没 していったことがうかがわれる。

溝中央部 D-8。 9区 において配石遺溝を検出した (第 7図 )。 溝がかなり埋没 し当初の規模

か ら著しく浅 くかつ狭 くなった段階で ,西岸を中心に拳大の河川課を敷きつめるように配してい

る。配石遺構の中央部で,完形の壷を検出した。溝が廃棄されるのに伴 う祭祇遺構と考えられる。

2. 溝 SD8102

調査区の東北端で一部検出した溝である。 3本の環濠と考えられる溝の中で東側に位置するも

のである。幅 45m,深 さ 0。 8m前後を計る。約 9mの長 さを検出した。中央の溝 S D 8101と は

4m程隔っている。

最下部にわずかに砂を含むが ,他は有機分を含んだ暗い色調を呈する粘質土が埋土となってい

る。静かな埋没状況が うかがわれる。

3. 溝 SD8105

環濠と考えられる 3本の溝の中で西に位置 し,最 も広い範囲で確認した。調査の東南部か ら西

北部へとゆるやかなカーブを描 く。地下げのため C・ D列以外は遺構面より10cm程削平され,D

列 も一部攪乱を受けている。残存状況の良い箇所で幅 6.5m,深 さ0.8m程を計る。溝は西北部が

東南部より10 cln程深 くなっている。 溝の断面は階段状を呈している。側面に平担部があ り,基

本的に 2段 になっているが ,D-6区 を中心として溝の北側面にさらに長さ1l m程にわたって平
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第 5図   調査区北部遺構実測図

-12-



十二~9 昌

◆
政

Ｇ
・７

一
　

。 O④

調査区南部遺構美測図第 4図

-13エ



や
洋 ＼

H-2+               +

第 5図  調査区西部遺構実測図

担面が削出されている。そのためD-6区

の溝北側面は 3段 になって底に運なる。

溝の底部には地山である黄褐色砂質土層

を削 り出すことで形成 された陸状の高まり

が設けられている。一部未調査の区画があ

るが,こ の畦状の高ま りはG-10区 から

D-6区 まで溝の底中央部を走る。D-6

区で分起し,溝北側面の下位平担面の東部

の凹みにつながる。陸状の高まりが位置す

るD-6区 の溝の底は他よりさらに 20～

30 Cm程深 くなっている。

陸状の高まりと一段深 くなった溝の底部

は留水を区画するための施設で、対応する

4段になった溝の側面は区画 された溝底に

降 りる施設 としての機能を有するものとも

考えられる。

D-5区 か らE-7区 にかけて底面南部

に,30～ 40 cm程 の間隔で並ぶ小穴 を検

出した。溝のall面 が安定した土層からなっ

ていることや ,陸状の高まりと対応する部

I-3 0

分が多いこと及び集落内部allと 考え られる配置から柵列になる可能性が高い。

4。 他の遺構

今回の調査区では SD8105よ り西に,環濠 と考えられるような規模を有する溝は存在しない。

51年度調査結果を考慮すれば SD8105の 南西部が環濠 に囲まれた区域にあたると考え られる。事

実多数の上城が検出されたが、すでに削平を受けており遺構の残存状況は良 くない。

SK8117 E-6区 において検出した 二羨 で,短軸 75 cn,長軸は現状で 1.2 cmを 計る隅丸の長

方形を呈する。削平のため上部が消失してお り,現状で 5cm程の深 さを計る。土器片と炭化物の

細粒を多く含む。周辺に柱穴と考えられる土残 力iあ る。

SK8125 F-6区において検出した 土羨 である。短軸65 cm, 長軸 2.5mを計る。削平のた

め特に西部は著しく旧状を損っている。土器片 と炭化部の細粒を多 く含む。周囲に柱穴状の土疲

がある。

SK8105～ SK8110 H-5・ 6, I-6区で検出した 土羨 で土器片 と炭化物の細粒を含む。
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S K8110は隅丸長方形状を呈するが ,他は円形の ものである。削平のためいずれも遺構上面は消

失している。

S K8152～ SK8154 1-10区 で検出した直径 40 cm程の 土 羨 で 1.5m程の間隔で一方向に並

ぶ。大半は削平 されていると考えられる非常に浅いものである。柵列になる可能性が高い。

SD8105 H-4区 で検出した溝である。断面は上部が開いた台形状を呈する。上面幅 lm,底

面幅 10 cm,深さ70 Gm程 を計る。他の遺構と異なり地山 と同様な黄禍色の砂質土が埋上のかなりの

部分を占め人為的に埋められた可能性が高い。

調査区の東南部から北西部にかけて検出した 3本の溝はいずれも規模が大きく,カ ーブを描いて

平行に走る。昭和51年度調査区において検出された溝 もほぼ同規模の ものであり,今回検出した溝

と関連 しあって集落の周囲をめぐる環濠 となる可能性が高い。 3本の環濠 と考えられる溝はその間

隔も等しく平行に走る。互いを意識した配置 とすることができ,それほどの時間差があるとは考え

にくヤヽ。

しかし各溝か ら出上 した遺物には時期差が認められる。先後関係をまとめれば次のようになる。

SD8101  →   SD8102  →   SD8105

SD8101には溝の排棄に伴 う祭祀が行われたと思える配石遺構があることも考え合わせると,古

い溝が完全に埋没する前に前記のllkで新たに溝が掘 られたのであろう。

各溝にはその形態において差異が認められる。 SD8101が上部の大 きく開いた「 U」 字形の断面

形を呈するのに対 して ,時期的に後出するSD8102,SD8105は階段状の断面を呈する。時にSD

8105は 底部に溜水を区画するような施設をもち,それと対応するように断面が階段状を呈してい

る。溝内へ進入する施設 となる可能性 も考えられる。また SD8105の 底の南寄 りには杭列 もしくは

柵列 と考えられる小 ピットが並ぶ。これらは環濠の機能などを考える上で重要なものである。

環濠の南西部は削平により大半の遺構が上部を消失 した状況で検出された。SK8117や SK8125な

どのように炭化物の粒子とELX/J粛 を多 く含むやや大 きめの長方形の 上羨 を検出したが ,周囲に柱

穴状のピットが配置 されているものもあり住居跡の上部が消失したものと考えられる。またSD8104

以西には住居跡と考えられる遺構は検出できなかつたが、 付近の現状か ら旧地形は南西部の方が標高

はやや高かったと推定され ,削平により遺構の残存度がより悪いことも充分考えられる。

遺構の解説の都合上 ,すでに一部述べたが ,改めて昭和51年度の調査成果と今回の調査結果の関

連について記述したい。51年度調査地区は今回調査した地区のすぐ南に接 してお り,現状は水田で

ある。調査区が 3ケ所設定された。西に位置する調査区から規模の大 きな溝が 2本南東から北西の

方向を有して検出され,東に位置する調査区か らは溝の一部と考えられる遺構が検出されている。

東の調査区の遺構は SX7601と 称され,大 きく西にカーブして,今回の SD8105に連なる。西の調

査区の溝も規模と複数平行して走ることなどから今回の 3本の環濠のいずれかと関連する可能性がある。

今回の調査においてH-10区で SD8105が検出され,H-9区 からH-2区 までの約40mの 間は環

濠は存在しない。51年度調査の西調査区の溝 とE-7区 の SD8105はほぼ平行する。その間隔は60
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4弱 を計る。今回の調査地1区で最も西に位置するのがH-2区で,51年度の西調査区の SD7101と

は直線距離で24n程離れてお り,その間は未調査であるが,現状では南北間約∞mを計る環濠集落

である可能性が高い。東西方向の規模は章調査おため不明でおる。
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Ⅲ. 物遺

今回の調査区で遺物が量的にまとまって出さした遺構は調査区の北部か ら東部において検出した

環濠 と考えられる 3本の溝である。他の 上 羨 などの遺構から出した遺物は量的にも少 く,残存状

況 も良 くない。環濠の中で最 も古い時期と考えられるSD8101と 検出した面積 も広 く,遺物量 も多

い SD8105か ら出土した土器を中心に報告したい。

1.SD8101出 土土器

SD8101は 3本の環濠 と考えられる溝の中央を走るものである。溝中の埋土は暗褐色～黒色の

粘質土であり,北部の一段深 くなった部分の最下部以外では砂層は認められない。遺物の包含状

況 ,土層からみてそれほど明瞭に分層できず ,調査区の北部で砂層とその上層に分層 して遺物を

取 り上げた。

重形土器 (第 13照 )

1・ 2,頸部に接合時の段を残す ものである。 1は段の部分をヘラにより整え,2は段の上位

にヘラによる浅い沈線を 1条 めぐらせるものである。 3～ 6,削 り出し突帯を頸部にもつ もので

ある。 3は 口縁端部に 1条のヘラによる沈線がめぐる点で 1の段を有する土器と共通 している。

5はやや日頸部が外反気味に発達し,耳状の 2孔 を有する貼付けの突起がつ く。突帯の残 りが悪

ぃ 3を のぞ き ,い ずれ も突帯部 は内傾 し ,そ れほど長頸化はしていない。 7～11,頸部にヘ

ラによる沈線がめぐるもので,沈線数が少いものを除き,沈線部は廃傾している。日頸部は発達

していない。12,配石遺構内で検出したほぼ完形の壺である。爪とこよる刻み目を有する 貼付突帯を

もつ。口頸部は発達 し,胴が張 り,やや上底気味のは部をもつ。13,肩部 と頸部にヘラによる平

行沈線が多数走る。頸部の沈線文帯の幅は広 く,外反気味の もので口頸部 も発達している。14,

頸部に貼付突帯をもつ。突帯部は外反してお り,長頸の ものである。15,回 線内面に貼付突帯を

有する阿方系の土器である。16,短 く外反する回線部をもつ小形の壷で 1孔を有する。17～ 19,

胴部の破片である。 17は沈線による文様をもつ。連弧文か山形文であろう。

甕形土器 (第 14区  1～10)

1～ 6,如意状口縁の甕であり,2～ 5条のヘラによる平行沈線がめぐる。口縁端部には刻み

目がつ く。 5と 6に は山形の沈線文が平行沈線間に施される。 SD8105で出土した同様の文様を

もった甕は貼付口縁であることは注目される。 7～ 9,貼付によ り,日縁部が形成 されている。

7,8は 日縁上面が水平で ,断面形は三角形状を呈する。10,直 日の甕で日縁下部に刻み目をも

つ貼付突帯を有する。

蓋形土器 (第 14図  11,12)

■ ,重の蓋で ,中央部に孔を有する。12,重の蓋で ,中央部はつまみ状になる。
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土製品 (第 14瑚  13)

13,土製の紡錘車で ,円板状を呈する。中央部に焼成前の穿孔を有する。

2.SD8105出 土土器

SD8105は 3本の環濠 と考えられる溝の中で西に位置するものである。埋土は有機分を含んだ

粘質土層であるが ,色調によ り3層 に大別できる。 3層 に分層 して検出した遺物の中で ,上層と

中層の遺物を報告する。

中層出土土器

第 6図の SD8105の 土層中の第 8・ 9層が中心となる。

重形土器 (第 15図 ,第 16図 1～ 7)

第15図  1,頸 部に接合痕の段を残す もので口縁部は短 く外反する。 2・ 3,削 り出し突帯を

有する。頸に施された削 り出し突帯部は内傾・ 直立気味で,国頸部は発達している。 4～ 6,頸

部にヘラによる平行沈線を有する。日頸部が短 く外反するもの (5)と 大きく開くもの (4・ 6)

がある。 7,無文の霊であるが ,体部に比して回頸部が発達し,長頸化 している。

第16図  1～ 3,内面に貼付突帯を有する阿方系の壼である。いずれも口頸部がかな り発達し

てお り,1では頸部に12条のヘラによる沈線が走 り,沈線部は外反する。 4～ 7,貼付突帯を頸

部外面に有する。いずれもかな り長頸化 している。

甕形土器 (第 16図  8～ 11)

8・ 9,如意状口縁の甕である。10,上面が平担な貼付口縁の甕である。11,日 縁端部のやや

下位に刻み目を有した貼付突帯を有する。

高杯形土器 (第 16図 12)

内外面 ともに釣落が著しく,口縁端部は短 く外反する。

上層出土土器

第 6図の SD8105の 土層の中で第 5層 より上部から出土したものである。

壼形土器 (第 17・ 18・ 19図 )

第17図  1,頸 部に削 り出し突帯を有し,2孔を有する耳状の貼付突起がつ く。 2～ 5,頸部

外面にヘラによる平行沈線を有するものである。内傾する沈線部を有し,大 きく外反する短い口

縁を有するもの (2),沈 線数 も少 く,長頸化 もそれほど認められない古手のもの (4)と 長頸

化 したもの (3),多 状の沈線を有するもの (5)が ある。

第18図  1～ 4,頸部外面のヘラによる沈線の多条化 と沈線帯の外反化が進んだものである。

5,日縁端部が肥厚化するもの。 6・ 7,無文の面で ,長頸化 した もの (6)が ある。 8～ ■
,

日縁内面に貼付突端杉有する阿方系のもので ,突帯が渦巻状に文様化 したもの (8),外 面に沈

線だけでなく貼付突帯がつ くもの (9,■ )が あり,いずれも日縁部の発達と長頸化が認められ

る。12・ 13,頸部に貼付突帯をもつ壷であり,器形は類似している。13は肩部にヘラによる平行
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沈線がめぐる。

第19図  1～ 7,いずれ も貼付突帯を有する壺である。頸部は長頸化している。 2は突帯を貼

付する前に沈線をめぐらせ ,7は突帯間にも沈線を施す。 8,胴下部に焼成後の 2穿孔を有する

壺で頸部 と胴部間に接合時の段を残す。他 と異な り胎土 に黒色の光耀を有する鉱物粒を含む。

甕形土器 (第 20図 ,第 21図  1～ 7)

第20図  1～ 6,如意状の口縁を呈する甕で ,ヘ ラによる平行な沈線をもつ。 7～ 11,上面が

平担な貼付口縁をもち,無文の もの (6)をのぞき沈線数 も多い。山形文を有する甕が SD8101

では如意状口縁であったのに対 して,SD8105では貼付口縁であることは注目される。12,日縁

端部が下った断面三角形の貼付口縁の ものである。

第21図  1～ 4,日縁端部が下った断面三角形の貼付日縁の甕である。施された沈線はヘラに

よっている。 5・ 6,櫛状の器具で数状を単位 とした平行洗線文を有する貼付口縁の甕である。

6は 4条の櫛状の器具を用いて施文している。 7,直立する口縁下部に貼付の突帯を持 ち,口縁

端を突帯の先端には刻み目を有する。ヘラによる平行沈線を施 される。

他の器種 (第 21図  8～ 10)

8,高杯の杯部 と考えられる。中層で出土した もの (第 16図 12)と 比較して ,日 縁部が長 く

伸びるものである。 9,甕の蓋。10,壷の蓋である。

以上遺物量に恵まれた SD8101,SD8105の 2本の環濠出土土器を図化 した。この 2本の溝は今

回検出した遺構中最 も時期差があるものの一つと考えられる。しかし3本の環濠は同じ方向と間隔

及び規模を有 してお り,そ れほどの時間差を有しているとは考えられない。また出土したIEl々 の遺

物移見れば,遺構を越えて同様な形態を有するものが多 く認められるなど共通する様相がある。近

接 した時期の遺構 ,遺物の変過の方向性などを明確にするためには ,遺構毎の遺物の総体を比較す

必要があろう。まず層位的に遺物量に恵まれた SD8105において ,遺物の変化の方向性をみてみた

い。

第 8～ 10図 は口縁形態の差により,分類した甕の構成比を図化 したものである。図中の記号はそ

の形態を示す。N:い わゆる如意状口縁を有するもの。 F:貼付口縁で上面が水平になってお り,

端部で薄 くなるもの。L:貼付口縁で上面が水平で基部 と端部に厚みの差がないもの。T:貼付口

縁で ,日縁端部が下ってお り,断面三角形状の もの。H:直立する日縁で ,直下に貼付突帯を有す

るもの。 I:口 縁下部が肉傾するもの。以上 6類 に分類した。大別すれば如意状口縁の甕 と貼付口

縁を基調 とする甕となる。貼付口縁のFoL・ Tの各形態の中には明確に位置付けにくいもの もあ

り,医中の佐率はやや幅を有しており,一つの傾向を示していると考えていただきたい。また出上 し

た土器の大半が破片であるため個体数を正確に割 り出すことが問題 となる。ここでは数量適正化の

方法として ,残存度を 彰絶で表現し,1/8を 1単位 として集計 した。口縁部が完全なるものは 8単位

となる。
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SD8105は 3層 に埋土を大別して遺物を取 り上げた。第10図 は各層位毎の甕の構成比を表してい

る。総単位は 1236を数え,155個体以上の点数 となる。下層出土の甕において ,如意状口縁を有

するものは71%を 占めるものに対して ,中層においては36%,上層では26%と その比率は小さくな

っている。ただ各遺物包含層間には無遺物層は形成されていず ,多少の誤差は含まれるが ,如意状

口縁の甕の激減と貼付口縁の甕の様相の変化の傾向とすることができよう。

第 8図 は 3本の環濠から出土した甕の日縁形態の構成比を図化 した ものである。 SD8101では如

意状口縁を有するものが68%を 占めるのに対 して ,SD8102で は35%,SD8105で は28%を 占める。

如意状口縁の減少傾向の中で ,

SD8101  →  (SD8102) 一,  SD8105

の先後関係があるとすることができよう。ただ SD8102は 遺物の量が少なくSD8105と の先後関

係は明瞭ではない。ただ女H意状口縁の比率が高いことからSD3105と 一部時期的に重な りなが らも

先行する可能性が高いと考えられる。

SD8101と SD8105の 間には時期差があることが明らかになった。甕には貼付口縁の比率増加 と

ともに,朧 の条数の増加傾向が認められる。 第12図 は如意状口縁 と上面が平担な貼付口縁の甕に施

された沈線文の条数の変化を図化 したものである。如意状口縁 と貼付口縁では後者の方が条数が多

い。またいずれもSD8101よ りSD8105出 上のものの方が沈線文の条数は増加している。特にSD

8105の 上層出土の貼付口縁の甕には 4～ 5条を単位 とした櫛状の施文具を用いて合計20条以上の

沈線文を描 くものが出現することや ,SD8101で は如意状口縁の甕に施されていたヘラ描沈線によ

る山形文が SD8105では貼付口縁の甕の文様 として用いられるなど新 しい時期的特徴が認められる。

一方 ,重においては SD 8101,

SD 8105の いサ予tの 環濠か らも日

頚部に段を有するものや削 り出し

突帯を有するもの,沈線 もしくは

貼付突帯を有するものなどが出土

した。しかし量や質の面で各環濠

の置物には差が認められるようで

ある。出現時期が最も古 く位置付

けられる接合時の段を残す重は量

的に非常に少なく検出した遺構よ

り古い時期の所産である可能性も

否定できないが,削 り出し突帯ヘ

SD8105

＼

4～6   7ヽ 9  10ヽ 12  1ど 1ヽ5  16～18 19へ21 20A2y4(条 )

第 12図   甕沈線条数構 成 比図

(")
100

移行する傾向が認められるものもS D 8101か ら出土している。また大半が日頸部の破片であるの

に対して ,S D 8105の 上層出上のものは胴部から底部にかけて残存するもので ,顎部と胴部の上

境に接合時の段を残す。 他 とは異なり胴部下半に焼成後 の穿孔を有し,日 常土器 とは違 う様相も認
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境に接合時の段を残す。他とは異なり胴部下半に焼成後の穿孔を有し,日 常土器とは違う様相 も認

められる。また胎土も黒色の光沢をもつ鉱物を含むなどの特徴をもつ。

復原作業を完了しておらず器形変化を充分に明らかにできないが,SD8101カ >ら SD8105の霊は

長頸化と口縁部の発達で理解できよう。削り出し突帯を有するものはSD8105では頸部が直立した

ものや日縁部が大きく外反するなど新しい様相を呈してくる。沈線文を有するものもSD3101カ >ら

SD8105への変化では長頸化に伴 う頸部の直立化 と口頸部の外反が認められるが,前出の新しい器

形的特徴を有するものも存在するなどの過渡期の相様がうかがわれる。外面に貼付突帯を有する重

はSD8101では上層に一部認められるだけで非常に限られているのに対してSD8105では量的に増

加する。いずれも頸部は長頸化 しているものである。また SD8105出 上の面には突帯を貼付するの

に先だって沈線を施すものもある。

重の長頸化と口縁部の外反に伴い口頸部外面に施される文様帯もその様相が異ってくる。SD8101

出上の重の日頸部の文様帯は,上層出上の一部のものを除き,上部が内傾もしくは直立する。これ

に対して SD8105出 上のものは直立または外反しているものが多くなる。削り出し突帯はほとんど

上部が内傾しているものに対して,貼付突帯のものは直立もしくは外反している。洗線文のものは

両者が認められる。また日縁内部に貼付突帯を有した阿方系の壷 もSD8101,SD8105の両溝から

出土しているが,後者から出土したものの方が文様が発達し複雑化している。

また甕・霊以外の上器・土製 品 として高杯 , 蓋 , 紡錘車,上錘などが出土しており器種的

にも比較的恵まれている。

今回写真でしか報告できなかったが,石器類もかな りの点数が出土している。器種として石庖丁 ,

石斧,石鏃,石錐 ,ス クレイパー,石鍬 もしくは石斧の未成品 ,凹み石 ,叩 き石及び砥石が出上し

ている。石庖丁には片岩系の石材を用いた磨製のものと,サ ヌカイト質の打製のものがある。また

石斧には蛤刃石斧 ,柱状片刃石斧,扁平片刃石斧がありいずれも結晶片岩系の石材を用いているの

に対して,石鉄 もしくは石斧の未成品と考えられるものは硬質の砂岩系の石材を用いている。石鏃 ,

石錐にはサヌカイトが用いられている。
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Mま と め に か え て

今回の中の池遺跡の発据調査では環濠 と考えられる3本の溝と,溝に囲まれた集落の内部 と考えら

れる区域か ら多数のピット及び小規模な溝が検出された。調査区の北部は遺構面上に遺物包含層が

あり,遺構の残存状況は比較的良好であるが ,調査区の南部は近現代の地下げによる削平を全面に

わたって受けてお り,遺構の上半部は消失している。おそらく旧地形では南部の方が比高的にも高

い地形を呈していたことが考えられる。
証 1

検出された 3本の環濠 と考えられる溝はいずれも同程度の規模 と方向を有 しており,ま た遺物か

らみても共通する要素を有する土器が各溝か ら検出されるなど機能的にも時期的にも近接したもの

であることがうかがわれる。中央を走る環濠を除き東西の環濠はその側面が段 をなしており,共通

した特徴を有する。また中央の環濠の最上層には完形の土器を伴った配石遺構があり,溝の廃絶に

伴 う祭祇遺構 と考えられると出上した遺物の変化の方向性か ら,中央の環濠 (SD8101)か ら東

側の環濠 (SD8102),西側の環濠 (SD8105)の順序で使用され,埋没したことがうかがわれ

る。環濠の中でSD8105は 最 も広い面積で確認した。底部には陸状の削り残しの部分が 溝 と平

行して走 り,留水を区画するための施設とも考え られる。対応するように北東の側面は階段状にな

っており,西 南側の底面には杭列もしくは柵列と考え られる小 ピットが 3 0cmの 間隔で一列に並ん

でいる。これ ら3本の環濠内の堆積には砂層が含まれていず ,非常におだやかな堆積状況が推測さ

れる。

中の池遺跡の今回の調査成果の一つとして出土した多量の遺物があげられる。遺物の質・量に恵

まれた遺構 として環濠がある。環濠はその検出状況からしても近接した時期の所産である可能性が

ぅかがゎれたが,包含された土器にも近接した様相が認められる。ただ量的に遺物を比較すると器

種内における形態毎の占有率の差があり,先後関係が認められる。

甕形土器では如意状口縁のものがSD8101と SD8105の 下層では 70%程を占めるのに対 し

て ,SD8105の 上層では 25%程に減少する。また特に貼付口縁のものでは口縁直下の外面に施

される沈線の多条化の傾向が認 められる。 10条未満のものがSD8101では 95%程 を占めるの

に対して SD8105では約 53%に 減少し,特に 10～ 12条のものが 5%か ら33%に増加す る。

この傾向は如意状口縁のものにも影響 を与え,SD8101で は 3条以下のものが 63%を 占めるの

に対してSD8105では53%に まで減少する。また SD 8105の 上層では櫛描沈線文を有した貼

付口縁の甕が出土した。 4条 を単位とした櫛状の施文具で 24状 の沈線を施す。 これはヘラ描沈線
註 3

の多状化による施文範囲の拡大の結果 として出現するのであろう。

重形土器ではSD8101,SD8105の いずれの環濠か らも成形の際の段を残すもの, 肖可り出し

突帯 ,ヘ ラ描沈線 ,貼付突帯を有す るものが出土している。ただ有段のものは量的に非常に少 く,

いずれも小片である。 SD8101か らSD8105への移行による壺の変化は長頸化による施文域の

拡大ということで理解される。必ずしも削 り出し突帯であるか らといって吉い形態を有していると
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は限 らず ,沈線文 を施す重にも削 ,出 し突帯を有する重よりも古いプロポーションを有するものが

ある。しかし沈線支ゃ貼付突帯を右する重は削 ,出 し突帯の重より長頸化は進んでいるものが多い。

最も新しい時期と考えられるSD8105の上層においても,重にはまだ櫛を施文原体 としては用いて

おらず,沈線文は全て箆を使用 している。日縁部内面に貼付突帯を有する阿方系の壺はSD8101

の上層の段階か ら出現し,SD8105出 上のもののように幾重にも渦を巻 くなど 文様的に複雑化

する傾向を有しているようである。

今回の調査で出土した上器の様相変遷を大きくとらえれば甕における如意状口縁の比率の低下 ,

文様帯の拡大と櫛描文の出現 ,重では器形に様々な系譜の存在 を推察させるバラエテ イーが出現す

ることや長頸化に伴 う施文域の拡大が認められる。重ではまだ櫛を用いた沈線支は出現しない。甕

において使用されはじめる櫛描文が重にも遅れて使用されるようになっていくと考え られる。

中の池遺跡に代表される県下の内陸部の遺跡においては,壺に成形時の段を残すものが主体を占

める時期の遺構や遺跡がまだ認められず ,坂出市大浦浜遺跡や観音寺市室本遺跡など島輿部や後背

湿地に恵まれた海岸部の遺跡より後出する時期に比定されるものばかりである。大浦浜遺跡や室本

遺跡と中の池に代表される内陸部の弥生前期の遺跡 との関係や中の池遺跡・善通寺市五条遺跡・多
註 4

度津町三井遺跡など前期末までしか継続しない遺跡群に継 く弥生中期の様相などまだ不明な点が多

ぃ。そぅした讃岐の弥生前期の様相の中で確実に遺構から検出され前期後半か ら末の時期に編年上

の定点を与える好資料である中の池遺跡の有する意義は大きい。

註 1 昭和 51年度の調査成果と総合して考え合わせると今回の調査区の西南部に中心を有するような精円

形を描いてめぐると考えられる。また溝内の堆積状況は黒色ないしは暗裾色の粘上がほとんどで砂層が

形成されていないなご非常におだやかに埋没したことが窮われる。

註 2 時期的には後出するものであるが善通寺市善通寺西遺跡の同規模の溝の最上層に 5世紀前半代の小形

丸底壷を並べた祭紙遣構例がある。

註 3 非常に近接した時期の遺構の先後関係の解明には規準を統一した遺物の量的な比較以外には遺物から

は決定できないであろう。

註 4 畿内弥生式上器編年を用いれば第二様式は壷形土器における櫛描文の出現をもって始まるとされる。

中の池遺跡においては甕に櫛描文は出現するが ,壷にはまだ櫛描文は施 されていない。前期後半から末

の時期に中の池遺跡の環濠の時期は比定されるであろう。
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図版 1

〔辮龍轟
]g麟

中の池遺跡遠景

(西方,天霧山か ら )

CCD列 (西か ら )

鰯
留群日選
豊彗岳
忌|ヨξ

6列 (北 か ら )



図版 2

10列 (北か ら )

10列 (南か ら )

H列 (東か ら )



図版 5

SD3101(北 西か ら )

SD8101・ D8配石遺構全景

(北西か ら )

SD8101・ D8・配石遺構内

重出状況 (北東か ら )



図版 4

SD8101・ D8・ 土層断面

(北西か ら )

SD8102(南 東か ら )

SD8102・ D10・ 蛤刃石斧
出土状況 (北から )
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図版 5

SD8105・ C5～E7
(北西か ら )

SD8105。 C5～E7
(北北西か ら )

SD8105・ C5～E7
(東か ら )



図版 6
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騨

SD8105・ D6。 土層断面

(南東か ら )

SD 8105・ G10(南 東か ら)

SD3105・ G10・ 土層断面

(南南東から )



図版 7

SD8105・ E7・ 遺物出土状

況  (北西か ら )

SD8105・ C5・ 壷出土状況

(東か ら )

SD8105。 D6・ 壺出土状況

(】しから )

SD8105・ E7・獣下がく骨

出上状況



図版 8

SD8105・ G10・ 礫群検出

状況 (南東か ら )

SD 8105・ H10・ 甕出状況

(西から )

SD 81050G10C土 器出土

状況 (東か ら )



図版 9

E6・ F6ビ ッ ト群

(南東か ら )

E6・ F6ビ ッ ト群

(東か ら )

F6・ S P 8125遺物出土状況

(北東か ら )
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図版 10
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H5・ 6・ 16ビ ノ ト群

(東南東か ら )

H5・ 6・ 16ピ ッ ト群遺物出

土状況  (東か ら )

H5・ 6。 16ビ ット群完掘後

(Hヒから)
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図版 11

SD8104完 掘前

(南東か ら )

SD8104完 掘後

(北西か ら )

SD8101発 掘風景

(南東か ら )



図版 12
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SD8101上 属出土土器
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図版 14
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18～21 SD81o3, 9・ 22～25 SD8104,26～ 29 SK8117,
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図版 15
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SD8106上 層 出土土器
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図版 16
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SD8105上 層出土土器
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図版 17

SD8105上 層出土土器
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図販 18

SD8105上 層, 中層出土土器 (1~3上眉,4～12中層 )
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図版 19

▲
1～ 4 SD 8105中 層

5～ 1l SD8101レ

SD8101出 土石器



図版 20
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SD8102, 04, 05,出 土石器 (1-3・ 5溜7

9～33 SD3 105)
SD8101,4・ 8 SD8104,
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図版 21

SD 8105出 土石器
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り
出

し
突
帯
。
や
や
直
立
気
味

の
口
縁
部

を
有
す

る
。

7
13
-7

〃
―
tB

〃
〃

3効
以
下
の
砂
粒

を
含

也
頸
部

に
2条

以
上
の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線
。

日
縁
端
近

く
で
外
反
す

る
。

8
13
-8

〃
祠

冒
D9

〃
″

頸
部

に
2条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線
。
日
縁
端
近

く
で
外
反
す

る
。

9
13
- 
9

〃
―
tI

C6
″

4効
以
下
の
砂
粒

を
含

む
頸
部

に
3条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線
が
走

り
,そ

の
間
に
ヘ

ラ
に
よ
る

削
み

目
が
施

さ
れ

る
。

口
縁
郡

は
外
反
す

る
。

13
‐
…

10
〃

」
冒

C7
〃

3物
以
下
の
砂
粒

を
含

む
頸
部

に
3条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線
が
走

る
。

国
縁
部

は
開

き
な
力ゞ

ら
外
反
。

13
--
11

″
―

tI
〃

〃
4効

以
下

の
砂
粒

を
合
も

頸
部

に
4条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線
が
走

る
。

13
-1
2

〃
鍵

D8
〃

3効
以
下
の
砂
粒

を
含

む
/

配
石
遺

騰
内
よ

り
出
土
。
頸
下
部

,肩
上
部
,胴

部
に
貼
付
突
帯
が

あ
り
,鋸

に
は
爪

に
よ
る
亥
」み

目
。

13
-1
3

″
〃

D9
〃

〃
頸
部

に
8条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線

,肩
部

に
7条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈

線
が
走

る
。

日
縁
部

は
高

く
,外

反
し
な
が

ら
伸

び
る
。

13
--
14

〃
〃

D9
〃

4″
%以

下
の
砂
粒

を
含

む
頸
部
に

3条
の
貼
付
突
帯
。
国
縁
部
は
高

く
伸

び
る
。

13
‐
-1
5

〃
〃

C7
〃

3翻
以
下
の
砂
粒

を
含

む
口
縁
部

内
面

に
貼
付
突
帯
。
突
帯

は
曲

っ
て
口
縁
端
部
に
つ
な
が

る
単
純

な
も
の
で
あ
る
。

13
-1
6

〃
―
tI

〃
〃

2翻
以

下
の
砂
粒

を
含

む
口
縁
端
部

は
短

く
外
反

し
,1
孔

を
有
す

る
。

13
-1
7

〃
下

層
〃

②
1翻

以
下
の
砂
粒

を
含

む
厄 髯
挺色
含察

倉 Ξ
懸 蓬
贔隻
置だ
鍵 接
か
盈?

ナ
華 与

庭 奪
寓 穣

13
-1
8

〃
〃

〃
②

2肋
以
下
の
砂
粒

を
含
む

|

刻
み

目
を
有
す

る
貼
付
突
帯

。
下
位

に
2条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線
及

び
そ
の
下
位
に
斜
格
子
の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線

に
よ

る
文

様
。

13
-1
9

〃
J冒

D8
②

3腕
以
下
の
砂
粒

を
含

む
刻

み
目
を
有
す

る
2条

の
貼
付
突
帯

。
そ
の
上
位
に

3条
の
削

り
出

し
突
繁
孝 。

豹
14
- 
1

″
下

層
C7

甕
20
.0

〃
ヘ

ラ
沈

2
2条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線

を
有
す

る
如
意
状

口
縁
甕
。

口
縁
端
部
下

位
に
ヘ

ラ
に
よ

る
亥
」み

目
。

14
‐
- 
2

〃
〃

〃
〃

〃
ヘ

ラ
沈

4
4条

の
ヘ
ラ
に
よ
る
沈
線
を
有
す

る
如
意
状

口
縁
甕
。
日
縁
端
部
に

ヘ
ラ
に
よ
る
蕨
Jみ

目
。

14
- 
3

〃
―
tB

C6
〃

20
.0

〃
ヘ

ラ
沈

3
3条

の
ヘ
ラ
に
よ
る
沈
線

を
有
す

る
如
意
状

口
縁
甕
。

口
縁
端
部

に
ヘ

ラ
に
よ
る
刻

み
目
。

14
‐
- 
4

〃
〃

〃
〃

″
ヘ

ラ
沈

3
3条

の
ヘ

ラ
に

よ
る
沈
線

を
有
す

る
如
慮
状

口
縁
甕
芯

口
縁
端
部

に
ヘ
ラ
に
よ
る
刻

み
目
。

14
-5

〃
C7

〃
21
o

2筋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
峨

:
始
鷹
鈎
途
斧
卸
ぽ燿

騒
鋼
縁
絨

14
‐
- 
6

″
下
層

〃
〃

1筋
以
下

の
細
砂

を
含

む
山

殻

2

ヘ
ラ
沈

2以
上
雁
ま2

舅
紳

碗
絲

健
降

線
婢

14
--
 7

〃
錦

C8
〃

2肋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
棄 ⊇
壕守
交養

上
面
が
平
坦
な
貼
付

日
縁

を
有

し
,ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線

と
そ
の
間
に

円
形
の
刺
突
文

が
施

さ
れ

る
。
胴
部
上
位
が

内
傾
す

る
。

14
-8

〃
〃

C7
〃

18
.0

Z翻
以
下
の
細
砂

を
多

く
含

む
ヘ

ラ
沈

上
面
が
平
担
な
薄

く
短

い
貼
付

口
縁

を
有
す

る
。

7条
の
ヘ

ラ
に
よ

る
沈
線

を
有

し
,口

縁
端
部

に
ヘ

ラ
に
よ
る
刻

み
目
を
有
す

る
。

14
--
 9

〃
〃

D9
〃

3胸
以
下
の
砂
粒

を
含

む
無

逆
「

L」
字
状
の
か
な

り
肥
厚

し
た
貼
付
口
縁
を
有
す
る
。

14
-1
0

〃
〃

C7
〃

〃
ヘ

ラ
沈

1
直
立
す

る
国
縁
下
部

に
貼
付
突
帯

を
有
す

る
。

1条
以
上
の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線

を
有
す

る
。

14
-1
1

〃
〃

D9
蓋

2翻
以
下
の
砂
粒

を
含

む
壷
の
蓋
で

,つ
ま
み
部

は
中
空

で
円
柱
状

を
呈
す

る
。

14
-1
2

〃
〃

C7
〃

36
砂
粒
は
含

ま
ず

重
の
蓋

で
,指

頭
に
よ

る
調
整
が
顕
著

。

14
-1
3

〃
羽

冒
〃

紡
錘
車

1物
以
下

の
砂
粒

を
含

む
焼
成
前
の
穿
孔

を
有
す

る
。

15
- 
1

SD
81
05

中
層

C5
一 里

14
.0

3腕
以
下
の
黒
・

灰
自
色

の
砂
位

を
含

む
頸
部
口
段
を
有
す

る
。

口
縁
部
外
面

は
指
頭

に
よ
る
調
整
が
著

し
い
。

15
- 
2

〃
〃

D6
〃

3肋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
印

し
:鵠

脇
祀
▼ 薪

線
鮨

溜
財

閣
Σ 舗
銘
。

15
…

…
 3

〃
〃

E7
〃

4協
以
下
の
砂
粒

を
多

く
含

む
顎
部
下
部

と
胴
部

に
削

り
出

し
突
帯
。
直
立
す

る
頸
部

を
有
す

る
島
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36
15
--
 4

SD
81
05

中
層

C5
士 里

19
,0

5防
以

下
の
砂
粒

を
含

む
頸
部

に
1条

の
沈
線

を
有
す

る
。
外
面

に
10
条

約
の
刷
毛

目
。

15
- 
5

〃
〃

G1
0

〃
12
6

24
.3

甥
嫉 禦

・ ・ を
‐”
２ 理

頸
部

に
3暴

の
ヘ

ラ
に
よ

る
沈
線

移
有
す

る
。

日
縁
部

は
短

く
,外

反
し
,胴

部
は
指
頭

に
よ

る
ナ
デ
調
整

で
あ

る
。

15
-6

〃
〃

E7
〃

24
.2

3″
″ 以

下
の
砂
粒

を
含

む
頸
部
下
位
に
ヘ

ラ
に
よ
る

7条
の
沈
線

を
有
す

る
。
頸
部

は
直
立

し
,

口
縁
部

は
外
反

し
な
が

ら
開

く
。
胴
部

は
上
位

に
最
大
径
が

く
る
。

15
--
 7

〃
″

D7
〃

15
0

4効
以
下
の
砂
粒

を
含

む
無
文
の
や
や
顕
綸

耳
申
Э
呼
こ 壺

で
あ

る
。

16
--
 1

〃
〃

D6
〃

20
.0

3翻
以
下
の
砂
粒

を
含

む
薬馨

r刷
毛 原
体
庭 梅

蕨
菖∫
閑吾

経 鋪
象 雛

繋
喫
招
牌

16
--
 2

〃
〃

C5
〃

22
.0

〃

裂
袈
Υ
駐
舗
難
麗
警
纂

総
嘱
熟
細

髭

16
--
 3

〃
″

D7
〃

3効
以
下
の
砂
粒

を
含

む
0雲

母
を
多

く
含

む
頸
部

に
2条

以
上
の
沈
線
。

日
縁
部

内
面

に
貼
付
突
帯
が
つ

く
。

16
- 
4

〃
〃

C5
〃

3肋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
頸
部

に
4条

の
貼
付
突
帯
が

つ
き
,や

や
長
頸
気
味
嘔

16
- 
5

〃
〃

〃
〃

16
.0

〃

紳
翻

動
基
李身
鞘

臨
鶏

16
-‐

 6
〃

″
D6

〃
〃

//
経
智

,螂
屈 鞣

撲
零
ち 甲

路 翻
親
躯

46
16
--
 7

〃
″

C5
〃

〃
胴
部

に
1条

の
亥
」み

目
を
有
す

る
突
帯
が
つ

く
。

16
- 
8

〃
″

D5
甕

19
.0

〃
ヘ

ラ
沈

3
3条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線

を
有
す

る
如
意
状

日
縁
甕
。

16
- 
9

〃
〃

C5
〃

4靱
以
下
の
砂
粒

を
含

む
ヘ

ラ
沈

4
4条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線

を
有
す

る
如
意
状

口
縁
甕

。

16
…

…
10

〃
〃

D6
〃

19
.4

2期
以
下
の
砂
粒

を
含

む
ヘ

ラ
沈

6
6条

の
ヘ
ラ
に
よ

る
沈
縁

を
有
す

る
。
上
面
が
平
坦

な
貼
付

口
縁

を
有
す

る
甕
。

口
縁
端
部

に
ヘ

ラ
に
よ
る
刻

み
目
。

16
-1
1

〃
〃

〃
〃

26
.5

4翻
以
下
の
砂
粒

を
含

む
ヘ

ラ
沈

6
直
立
す

る
口
縁

に
刻
み

目
を
有
す

る
貼
付
突
帯
が
つ

き
,そ

の
下

に
6条

の
ヘ

ラ
に
よ

る
沈
線
が
走

る
。

16
-1
2

〃
〃

G1
0

高
杯

21
6

13
.4
路
攀こ
解
睡
霧

肉
外
面

と
も
に
鋼
落
が
著

し
い
。

日
縁
端
部

は
短

く
外
反
す

る
。

17
--
 1

〃
上

層
D8

一 望
20
5

5効
以
下
の
砂
粒

を
多

く
含

む
顕
部
に

5条
の

削
り
出
し
突
帯
が
つ

き
,や

や
長
頸
化

し
た
壼
で
あ

り
,外

面
に

2孔
を
有
す
る
耳
状
の
突
起
が
つ

く
。

17
-‐

 2
〃

〃
〃

″
20
.0

2″
″ 以

下
の
砂
粒

を
含

む
頸
部

に
6条

の
ヘ

ラ
に
よ

る
沈
線
。

日
縁
部
は
大

き
く
外
反

し
,端

部
外
面

に
1条

の
沈
線
が
走

る
。

17
-い

 3
〃

〃
G1
0

″
3″

″ 以
下
の
砂
粒

を
含

む
頸
部

に
5条

の
ヘ

ラ
に
よ

る
沈
線
が
走

る
。
や
や
長
頸
化

し
た
壼

で
あ
る
。

17
--
 4

〃
〃

〃
″

〃
頸
部

に
■
条
の

ヘ
ラ
に
よ
る
沈
線

を
有
す

る
。
や
や
長
頸
化

し
た
壼

で
あ
る
。

17
--
 5

〃
〃

E7
〃

17
.3

4肋
以
下

の
砂
粒

を
含

む
頸
部
に

3条
の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
縁

を
有

し
,日

縁
部
は
や
や
短
か

く
外
反

し
,胴

部
は
上
位
に
最
大
径

を
有
す

る
。

17
--
 6

〃
〃

H1
0

〃
20
.2

〃
頸
部
に

5条
の
ヘ

ラ
に
よ

る
沈
線

を
有

し
,日

縁
部

は
大

き
く
夕
1反

す
る
。

58
18
- 
1

〃
〃

E7
〃

3筋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
頸
部

に
8纂

以
上
の

ヘ
ラ
に
よ

る
沈
線

を
有
す

る
。
日
縁
部
は
大

き
く
外
反
す

る
。

18
- 
2

〃
〃

G1
0

〃
16
.8

2効
以
下
の
砂
粒

を
多

く
含

む
頸
部

に
4条

以
上
の
ヘ

ラ
に
よ

る
沈
線

を
有

し
,大

き
く
開

く
口
縁

紗
卜面

に
は
ヘ

ラ
に
よ
る
亥
」み

ロ
カ
務

く
。

18
--
 3

″
〃

〃
〃

17
5

3肋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
頸
部
に
浅

い
8条

の
沈
線

を
有
す

る
。

日
縁
部

は
口
径

に
比

し
て
短

く
,端

部
近

く
で
夕
1反

す
る
。

18
- 
4

〃
〃

〃
〃

12
.0

2筋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
頸
部

に
8条

の
沈
線

を
有

し
,大

き
く
外
反
す

る
口
縁
部

を
有
す

る
。

日
縁
端
部

に
は
斜
格
子
状
の
鋭

t核
Jみ

目
。

18
- 
5

〃
〃

D7
〃

20
4

〃
大

き
く
タ
ト反

す
る
日
縁

を
有

し
,端

部
1剤

明
し
,外

面
は
凹
線
気

味
に

く
ば
み
,ヘ

ラ
に
よ
る
亥
」み

目
が
つ

く
。

18
--
 6

〃
″

E1
0

〃
14
.9

4肋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
や
や
長
頸
気
味
で
,大

き
く
開

く
口
縁
部

を
有

し
,無

文
の
重

で
あ

る
。

18
- 
7

〃
〃

E7
〃

1■
6

3腕
以
下
の
砂
粒

を
含

む
短

く
外
反
す

る
日
縁
部

を
有
す

る
壺
で

,指
頭
に

よ
る
ナ
デ
調
整
が

飼晏
序老
筆。

18
‐
- 
8

〃
〃

D7
〃

29
8

〃

襲
騨

魏
畿

鵞 陥
轟

翻
茫 騨

18
- 
9

〃
〃

E7
″

〃

牟
z甘
鯵

詣
諦
息 僚

饗
啜
馳
競
賂
揺

18
-1
0

〃
〃

D6
〃

14
.0

4肋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
郡

綾
勧
許

擁
盟

F令
駆

縄
駿
再
‰

18
-1
1

″
〃

G1
0

〃
12
.0

3筋
以
下
の
砂
粒

を
多

く

含
む

肥
繹
傘 F

畠
議
念 策

鶴
攣
籍
屁 鞣

ぁ 締
難

18
--
12

〃
〃

E7
〃

12
.8

〃
頸
部
に

1条
の
貼
付
突
帯
が
つ

く
。
長
頸
化

し
た
重
で
あ
る
。



表
3土

器
観

察
表

印
|)

誘
挿
図

番
号

遺
構

1土
層

グ
リ
ッ
ド

紳
口
径

器
種

胎
土

腑
惣

備
考

18
- 
13

SD
81
05

鍵
E7

〓 望
3物

以
下
の
砂
粒

を
多

く
含

む
頸
部

に
1条

の
貼
付
突
帯

o肩
部

に
4条

の
ヘ

ラ
に
よ

る
沈
線

を
有

す
る
長
頸
化

し
た
重
で
あ
る
。

19
‐
- 
1

〃

蝉 々 孵

D7 E7
〃

2翻
以
下
の
砂
粒

を
含

む
習
鞭

象
騨
鍮

ヒ 鴎
綴

綿
急頁
夢
繊

19
--
 2

〃
kF
S

D7
〃

〃
頸
部
上
位

に
4条

以
上

,下
位

に
5条

,群
隅
こ
4条

,B
酢

f隅
こ

5

条
の
貼
付
突
帯

を
有
す

る
。
突
帯

を
貼
付
す

る
前

に
沈
線

を
走

ら
す
。

19
--
 3

〃
〃

D6
〃

22
8

4～
5筋

大
以
下
の
砂
粒

を
多

く
含

む
頸
部

に
刻

み
目
を
有
す

る
貼
付
突
帯
が
つ

く
。
頸
部

は
直
立

し
,日

縁
端
部

は
逆
「

L」
字
状
の
貼
付

口
縁
。

19
- 
4

〃
〃

G1
0

〃
4″

″
以
下
の
砂
粒

を
多

く
含
む

頸
部

に
3条

の
刻

み
目
を
有
す

る
貼
付
突
帯
。
や
や
長
頸
化

し
た
重

で
あ
る
。

19
-い

 5
〃

〃
〃

〃
1肋

大
の
砂
粒

を
含

む
頸
部

に
刻

み
目
を
有
す

る
貼
付
突
帯
。
肩
部

に
6条

の
削

り
出

し
突

帯
,胴

部
に
貼
的

つゞ
く
。

19
- 
6

〃
〃

H1
0

〃
5効

以
下
の
砂
粒

を
含

む
頸
部
上
位

に
4銀

の
貼
付
突
帯

,下
位
に

3条
の
貼
付
突
帯
が
つ

く
c

19
-7

″
〃

E7
〃

2肋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
頸
部

に
7条

の
貼
付
突
帯

を
有

し
,突

帯
に
は
浅
し
咳
」み

目
が
つ

く
c

突
帯
間
及

び
下
部

に
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線
が
走

る
。

19
- 
8

〃
〃

〃
〃

3効
以
下
の
砂
粒

を
含

む
黒
色
の
鉱
物

を
含

む
肩
部

に
段

を
有

し
,胴

闇
野

位
に
焼
成
後

2穿
孔
が

あ
る
。

20
-1

〃
〃

G1
0

甕
22
.4

3肋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
ヘ

ラ
沈

5
5条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線

を
有
す

る
女
H意

状
口
縁
甕
。

口
縁
端
部

に
ヘ

ラ
に
よ
る
刻

み
目
。

20
--
 2

〃
〃

〃
〃

20
.0

〃
ヘ

ラ
沈

4
燈

紀
拿
Z錫

矯
子
線

拓
す

る
如
意
状

口
縁
甕

。
日
縁
端

雑

20
--
 3

〃
〃

〃
〃

23
0

1脇
吠

の
砂
粒

を
わ
ず
カ

に
含

む
ヘ

ラ
沈

4
4条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線

を
有
す

る
如
意
状

日
縁
甕

。
日
縁
端
下
部

に
ヘ

ラ
に
よ
る
亥
」み

目
。

20
--
 4

〃
〃

E7
〃

21
0

3効
以
下
の
砂
粒

を
含

む
ヘ

ラ
沈

5
5条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線

を
有
す

る
如
意
状

口
縁
甕

。
日
縁
端
下
部

に
ヘ

ラ
に
よ
る
亥
」み

目
。

20
--
 5

〃
〃

G1
0

〃
21
0

〃
ヘ

ラ
沈

5
5条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線

を
有
す

る
如
慮
状

口
縁
甕

。
口
縁
端

に
ヘ

ラ
に
よ
る
刻

み
目
。

20
--
 6

〃
〃

D5
〃

鋼
鮪

整
勅 纂

へ 訥 利 ヘ

4条
と
3条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線
が
走

り
,沈

線
間
に
ヘ

ラ
に
よ

る
束
1慰

を
も
つ
夕
曝
割
吠
口
縁
甕

。
日
傷
笥
解

“

|こ
ヘ

ラ
に
よ
る
亥
1み

目
。

20
…

…
 7

〃
〃

G1
0

〃
26
.0

4筋
以
下
の
砂
粒

を
多

く
含

む

ヘ
ラ
沈

11

束
U突

文
拶

将
鉄
製

冨 騎
裁
招
鑑
象

負 弊
領
羅

20
-8

〃

鑓
″

〃
24
.0

2～
3肋

以
下
の
砂
粒

を
多

く
含

む
ヘ
ラ
沈

11
‖

脚
慶

如
婢

綜
K珊

麟
挽

20
-9

〃
鍵

″
〃

20
.6

3翻
以
下
の
砂
粒

を
含

む
a殻

4

ヘ
ラ
流

2

上
面
が
平
坦

な
貼
付

口
縁
甕

。
4条

と
2条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線
間

に
ヘ

ラ
に
よ
る
山
形
文
が
施

さ
れ

る
。

20
- 
10

〃
〃

E7
〃

18
.3

〃
ヘ

ラ
沈

6

ヘ
ラ
沈

2
奄
買
;離

を 疑
壌
暴
矮
蓄
:有

し ,
6条

と
1条

の
間
隔
をお

い

20
- 
11

〃
〃

″
〃

15
.0

〃
無

上
面
が
平
坦
な
貼
付

口
縁
甕

。
内
外
面

と
も
指
頭

に
よ
る
ナ
鵜

20
-1
2

〃
〃

G1
0

〃
35
3

3肋
以
下
の
砂
粒

を
多

く
含
む

ヘ
ラ
沈

12
断
面
が
三
角
形

の
貼
付

口
脇

12
条
の
ヘ

ラ
に
よ
る
沈
線

を
有
す

る
。

8条
/勁

の
刷
毛

目
及

び
研
磨

。
口
縁
端
部

に
ヘ

ラ
に
よ
る
刻

み
目
。

21
- 
1

〃
〃

D7
〃

24
.0

3翻
以
下
の
砂
粒

を
含

む
無

断
面
が
三
角
形

の
貼
付

口
縁
。
口
縁
端
部

に
ヘ

ラ
に
よ
る
刻

み
目
。

胴
部
は
研
磨
。

21
-‐

 2
〃

〃
G1
0

〃
20
.0

3閉
以
下
の
砂
粒

を
多

く
含
む

無
断
面
が
三
角
形

の
貼
付

口
縁

。
日
縁
端
部

に
ヘ
ラ
に
よ
る
刻
み

目
。

21
-‐

 3
〃

〃
〃

″
48
6

3肋
以
下

の
砂
粒

を
含

む
ヘ

ラ
沈

12

刺
突
文

観
豚
%錨

欠
ヲ 腱

露 酔
灘

甲
筋
楡

詔
鏑

21
-‐

 4
〃

〃
D6

〃
21
.1

1～
2・

3生
翅

)つ
粒

拶
く
含
む

ヘ
ラ
沈

10
断
面
が
三
角
形

の
貼
付

口
縁
も

口
縁
端
部

は
ヘ
ラ
に
よ

る
刻

み
目
。

10
条

の
ヘ

ラ
に
よ
る
焼
線

を
有
す

る
。

21
--
 5

〃
〃

D7
〃

25
.0

5翻
以
下
の
砂
粒

を
含

む
触 朧

上
面
が
平
坦
な
貼
付

口
縁
。

日
縁
端
部

は
ヘ
ラ
に
よ
る
刻

み
目
。

21

条
の
沈
線
が
走

る
。
数
条

を
単
位

と
す

る
櫛

を
使

っ
て
い

る
軋

21
--
 6

〃
〃

〃
〃

3肋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
欄

簡
24

4条
を
単
位

と
す

る
櫛

を
用

い
た
沈
線
が

24
条
走

る
。

口
縁
部
の
形

態
は
不
明
。

21
- 
7

〃
〃

〃
〃

17
.2

″
ヘ

ラ
沈

7

課

^島

需
稗
蠣

3騨
I霧

梁 ヲ
即

21
-8

〃
〃

G1
0

高
杯

24
.0

3肋
以
下
の
砂
粒

を
多

く
含
む

口
縁
部
が
外
反
す

る
。
SD
81
05
中

層
,出

上
の
高
杯

(1
6■

2)
よ

り
口
纏
講
語

|ま
明
確
で

長
い
。

21
--
 9

〃
〃

〃
蓋

23
0

11
.3

4肋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
甕
の
蓋

で
あ
る
。

口
縁
端
部

,鋼
隠

し
,内

外
面

と
も
に
ヘ

ラ
に
よ

る
研
磨
が
施

さ
れ

る
。

21
-1
0

〃
〃

E7
〃

2筋
以
下
の
砂
粒

を
含

む
壺
の
蓋
で
,中

央
部

は
中
空
で
あ
る
。
頂
部

は
盛

り
上
が

る
。

― い ０ １
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